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{要約]明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された オランダ医師エルメレンス (ChristianJacob Ermerins: 
亜爾蔑聯斯または越知蔑瞳斯と記す， 1841-1879) による講義録， w原病皐各論 巻七』の原文の一部を紹介し，
その全現代語訳文と解説を加え，現代医学と比較検討し また 一部では 歴史的変選 時代的背景についても
言及した.本編では， w原病皐各論巻七』の中段の部分である 「消化器病編」の中の「第五腸諸病 上Jの
中の， r慢性腸加苔流」について記載する.疾患の病態生理 症候論及び病理学的所見の部分は かなり詳細に記
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は消化管の『紫膜 (Serosa)~ を指している. また，















































































































































































































































別の処方 カスカリラ皮末 (1/2ドラム)， ドーフ














ここで， r軍寧j は. Wタンニン (Tannin)~ の当て字




薬として使用される 4) また 「格倫僕」は『コロンボ
(Columbo)~ の当て字であり， これは，ボウキ科植物

















(C28 H38 N2 04) ，プシコトリン，イペコシドなどを含み，
催吐剤，去疾剤などとして使用された 8)また， r阿仙




潟弗!として使用される 9) また， r亜刺比亜護諜」は
『アラビアゴム (Gummiarabicum) ~の当て字で， こ
れは，西アフリカ原産のマメ科植物の多糖類を成分と
する樹脂で，乳化剤，包摂剤として使用された10) ま
た， r吉納」は『キナ (Quina)~ の当て字で， これは，
主に，アメリカ原産の，アカネ科の『アカキナノキ
(Cinchona succiruba) ~などの樹皮を指し，キニーネ




officinalis) ~の樹皮 (Cortex simarubae)から得られ
る苦味薬で，収数剤として使用された(西璃爾抜とも




である 9，10) また 「劇酌(シンシャク)Jは『ほどよ
くはかる』の意味で 「勾(キン)Jは『整える』の意

















































































































また， í蔚刺己J は『ヤラッパ(Jalapa)~ の当て字で，
これはメキシコ原産 ヒルガオ科植物の一種の『イポ
ミア (Exogoniumpurga) ~の根を乾燥させたもので，
































































































パルは， Francois Poupart (1616-1708)で，彼はフ
ランスの外科医で ルイ14世の侍医であったといわれ





























































































































































































































































































は， w膿蕩 (Abscess)~ ， w肉芽臆 (Granulation)~ ， W血腫
(Hematoma) ~などが含まれていて r硬便によるかた
まりの鰯知』もこれに入る 3)
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